
 

資料-６．日本における再生可能エネルギーの取り組み状況 

１．日本における再生可能エネルギーの取り組み状況 

 2008.09.04再生可能エネルギーセミナー資料 
 ※資料中の図表の出典は各スライドに記載 

 

２．日本における地域熱供給の例 

 2008.09.16協議資料 
 P1～３までは、資源エネルギー庁HPより抜粋 

    P4～8までは、北海道地域暖房株式会社HPより抜粋 

 

３．日本の熱供給区域の熱料金一覧表（住宅のみ抜粋） 

 2008.12.08協議資料 
 ※資料中のデータはすべて下記より抜粋 

 熱供給事業便覧 平成 19年度版【（社）日本熱供給事業協会】 
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日本における再生可能エネルギー
の取組み状況

ＪＩＣＡ短期専門家

１．再生可能エネルギー／新エネルギーとは…

「再生可能エネルギー」：
（国際的な言語）

太陽がある限り地球が存在し、
地球上で絶えることない再生地球上で絶えることない再生
可能なエネルギー

「新エネルギー」：
（日本で定義）

すでに技術的に実用段
階にあるが、経済性の面
で普及が十分でないエネ
ギ

資料：新エネルギー財団ＨＰ

ルギー
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２．再生可能エネルギー／新エネルギー関連施策

新エネルギー関連施策は、
大きく３つから構成される。

代エネ法

資料：新エネルギー財団ＨＰ新エネ法

３．日本の再生可能エネルギーの活用実績・普及状況

①再生可能エネルギーの導入量の推移

資料：独立行政法人産業技術総合研究所
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②日本の再生可能エネルギー等の割合は２％、2010年度の導入
目標は３％程度

資料：資源エネルギー庁

③主な再生可能エネルギーの導入状況

１）太陽光発電システム生産量／導入量

太阳 太阳

資料：太陽光発電フィールドテスト事業に関するガイドライン（NEDO資料）
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資料：新エネルギー財団調べ

３）風力発電導入量

在日本

資料：日本における風力発電設備・導入実績（NEDO資料）
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３．再生可能エネルギー／新エネルギーの普及に向けた取組み

①「低炭素社会・日本」をめざして ～福田ビジョン～ 2008.6.9

2020年までに現状（2005年）から14％のＣＯ2削減

（既存先進技術の普及：再生可能エネルギー）

太陽光、風力、水力、バイオマス、
未利用のエネルギーなどの再生
可能エネルギーや原子力などの
「ゼロ・エミッション電源」の比率を
50％以上に引き上げる

太陽光発電世界一の座を奪還する
ため、導入量を2020年までに現状
の10倍、2030年には40倍（原油換
算1,300万ｋｌ）への引き上げを目標

２０３０年までに太陽光発電を新築
住宅の約８割に広げる目標を提示住宅の約８割に広げる目標を提示

住宅での太陽光発電の利用拡大に向け、
メーカーのコストダウンを促し「３－５年以内
に機器の価格を現在（約２３０万円）から半
減する」との目標も掲げた。

資料：首相官邸

＜新エネルギー対策の強化（主な対策）＞
一般家庭向けの対策が
盛り込まれている

②経済産業省による2009年度概算要求

・住宅太陽光発電システムの導入用補助

・家庭用燃料電池コージェネレーションシステムの
導入用補助

・自治体と企業の大規模太陽光発電（メガソーラーの
導入支援）導入支援）

資料：経済産業省、日本経済新聞
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③地方公共団体の取組み 「東京都再生可能エネルギー戦略(2006.3)」

東京の再生可能エネルギー
(2005年度調査)

＝約５，６００ＴＪ

「２０２０年までに東京のエネル
ギー消費に占める再生可能エネ

（原油換算で14.4万ｋＬ)／年

→東京のエネルギー消費量の
0.7％に相当

ギ 消費に占める再生可能エネ
ルギーの割合を２０％程度に高
めることをめざす」

（合計約5,600ＴＪ） 資料：東京都再生可能エネルギー戦略(2006.3)

④地方公共団体による支援制度の例

＜住宅用太陽光発電システムの設置＞

支援をしている自治体数：３１１自治体 （参考：全国自治体数１，８１０）

・設置費用への一部補助 ： ３０９自治体
・融資・斡旋・利子補強 ： ７自治体（補助と両方実施は５自治体）

（４２都道府県で１以上の自治体が支援を実施）
（国が2005年度で補助をやめても、自治体は続けて補助をしていた所あり）

＜小型風力発電システムの設置＞

・設置費用への一部補助を行っている自治体
・太陽光発電と組み合わせたシステムを導入している例がある。

資料： 新エネルギー財団
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＜集合住宅向け太陽光発電の取組み事例＞

・全世帯に太陽光発電設備を有する
（各世帯が電力会社と個別に契約し、
売電するしくみ）

屋上部に約65ｋＷの太陽光発電シス

「ニューガイア」シリーズ

・屋上部に約65ｋＷの太陽光発電シス
テムを導入

・各住戸に1.5ｋＷのシステムを個別に
設置したものを連携

・共用部分の電源（ＥＶ､
電灯）は、中央棟の採
光部に約1 6ｋＷのシ光部に約1.6ｋＷのシー
スルー型モジュールを導
入）

これまで集合住宅では、小規模の太陽光発電
システムで共用部の電力を供給した事例のみ 資料： 芝浦特機株式会社

④再生可能エネルギー普及に向けたしくみづくり

再生可能エネルギー市場づくり
→ 再生可能エネルギー利用の加速

１）グリーン電力証書システム

再生可能エネルギーによる発電実績を証書化して取引するしくみ。

自然エネルギ は「電気そのものの価値 とＣＯ2排出削減等の「環境負荷価値自然エネルギーは「電気そのものの価値」とＣＯ2排出削減等の「環境負荷価値」
がある。この「環境負荷価値」を電気と切り離して「証書」として取引する。

電力会社からの電気に「環境負荷価値」を加えることで、使った電気を自然

自然エネルギー
からの電気

＝
電気

そのもの
＋

環境付加
価値

エネルギーによって発電されたとみなせる。

お使いの
電気

＋ ＝
自然エネルギーによって
発電されたとみなせる！

資料： 日本自然エネルギー株式会社
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＜制度概要図＞

＜グリーン電力認証機構の
認定件数＞認定件数＞

グリーン電力発電設備は70件、
総発電設備容量は14.7万kW。

グリーン電力認証機構による認証
電力量は、新エネ等電気利用法に
基づき認定された発電設備からの
発電量に比べ約1.7％にとどまる

＜グリーン電力証書を導入したマンションの例＞

入居者が1年間住むだけで「１人１日１kgのCO2削減」に相当する
エコマンションの販売

日本自然
伊藤忠都市開発㈱

グリーン
電力証書

『クレヴィアマンション』シリーズに展開

エネルギー㈱
伊藤忠都市開発㈱電力証書

100万ｋｗｈ
（バイオマス発電）

13.3万kwh 12.9万kwh 残り73.8kwh

（使用している
グリーンマーク）

『クレヴィア本郷』（業界初）
92戸 14階建て

『クレヴィア新大塚』
85戸 14階建て

以降のクレヴィアマ
ンションシリーズへ

資料：伊藤忠都市開発㈱
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２）グリーン熱証書システム（未実施）

中国やＥＵでは太陽熱の
利用が急速に拡大

日本での太陽熱市場は依
太陽熱を利用したグリーン熱証書を
導入して 太陽熱利用機器の普及

しかし

東京都 ：2016年までに100万kW相当の太陽
エネルギー導入を目標

（2009､2010年度に2万世帯/年の機器を設置）

然として低迷
導入して、太陽熱利用機器の普及
支援策を進める

太陽熱温水器
ソーラーシステム等

＜グリーン熱証書の発行対象＞ ＜グリーン熱証書のしくみ＞

グリーン

（東京都が2009年度に導入予定）

暖房や給湯
に利用

グリ ン
熱証書

家庭で節
約したエネ
ルギー分

省エネ分を有料
で買取り

資料：東京都、日本経済新聞

３）環境保全に関連した金融商品・サービス ～三大メガバンクの取組み～

三菱東京ＵＦＪ銀行
自宅に太陽光発電を設置する人を対象にリフォー
ムローン金利を年0.5％優遇。新築では住宅ロー
ン全体の金利を優遇。

「三菱ＵＦＪ地球環境ビジネス株フ ンド （投資信

三井住友銀行

「三菱ＵＦＪ地球環境ビジネス株ファンド」（投資信
託）の取扱い。

いずれかの環境規格・認証を取得した企業に対し
て、貸出金利を最大で年0.5％優遇。

資料：日本経済新聞

みずほ銀行 環境関連技術を持つ企業に、顧客を紹介するビジ
ネスマッチング（窓口となってノウハウやサービス
を紹介する事業）
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谢谢大家
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1

日本における再生可能エネルギー
の取組み状況 （個別技術編）

ＪＩＣＡ短期専門家
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１．太陽光発電

太陽電池は半導体の一種で、光エネルギーを直接電気に変える
 太陽電池は、地球温暖化の原因となる二酸化炭素や有害な排気ガスを出さない
 太陽がある限り発電をし続ける、全くクリーンな発電装置

太陽電池の原理

資料：ＮＥＤＯホームページ

シリコン系

結晶系シリコン 薄膜系シリコン

太陽電池の種類

その他

化合物系 有機物系

資料：ＮＥＤＯホームページ
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太陽光発電（個人住宅）の一般的な構成

資料：ＮＥＤＯホームページ

太陽電池の価格と太陽光発電の普及

資料：ＮＥＤＯホームページ
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３．風力発電

「風」の力で風車をまわし、その回転
運動を変換して電気エネルギーを取
り出す発電システム

風力発電の特徴
 風は自然界に無尽蔵に存在する

風車によるエネルギー変換

 風は自然界に無尽蔵に存在する
 発電時にCO2や廃棄物を出さないク

リーンエネルギー

 風を資源としているため、エネルギー
源としては不安定

 立地箇所に制約を受ける

風力発電の各種損失

資料：ＮＥＤＯホームページ

風車の分類

風車は、風速の３乗および風車の直
径の２乗に風車出力が比例

 発電目的の風車は、大型化が可能で
出力が大きいプロペラ型水平軸風車
が主力

風車の分類

 小型風車は、離島やへき地での独立
電源の確保等に利用

風車による風速と出力の関係例

資料：ＮＥＤＯホームページ
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小型風車の導入例

資料：ＮＥＤＯホームページ

日本の風力発電導入量

資料：ＮＥＤＯホームページ
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世界の主要国における風力発電導入量の推移

資料：ＮＥＤＯホームページ

３．太陽熱利用

太陽熱利用の特徴
 エネルギー変換効率が高い
 設備費用が比較的安価で、費用対効果は有効
 機器の性能や耐久性は世界的にも高水準

太陽エネルギーの有効利用太陽エネルギ の有効利用

資料：ＮＥＤＯホームページ
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代表的な集熱器

資料：ＮＥＤＯホームページ

給湯利用のシステム

資料：ＮＥＤＯホームページ
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暖房利用のシステム

資料：ＮＥＤＯホームページ

給湯・冷房の併用

プール水加温システム

資料：ＮＥＤＯホームページ
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 現時点で導入が進んでいるのは戸建住宅

 福祉施設、学校、プールなどでの公共分野でも、少しずつ導入されている

太陽熱利用技術の利用分野と今後の展開

「太陽熱高度利用システムフィールドテスト事業」の設置例

資料：ＮＥＤＯホームページ

４．バイオマスエネルギー

バイオマスとは、エネルギー源として
再利用できる動植物から生まれた有
機性の資源

石油や石炭などの化石資源と対比
して 「生きた燃料」ともいわれる

バイオマスの分類

して、「生きた燃料」ともいわれる

カーボンニュートラル

⇒植物は光合成でＣＯ２を吸収し、
燃やすとＣＯ２を排出する。

その循環は、地球全体のＣＯ２
を増加させない

※ エネルギー利用目的の作物栽培は、食糧や用材等
原料の生産と土地利用の競合等の課題がある。

資料：ＮＥＤＯホームページ
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バイオマス

直接
燃焼

電気・熱

バイオマスのエネルギー利用バイオマスのエネルギー転換技術

ガス化

熱分解

液化

発酵

燃焼

熱化学
的変換

生物化学
的変換

合成ガス

液体燃料

化学原料

メタン
水素
肥料
ｴﾀﾉｰﾙ

 燃焼させることによって得られる電力・熱の
利用が主流

 畜糞や食品廃棄物からメタンガスの回収は、
技術は確立されているが、量の確保等の
問題があり普及には至ってない

資料：ＮＥＤＯホームページ

バイオマスエネルギーの開発例

木質バイオマスからのメタノール製造技術 廃油脂のバイオディーゼル燃料（ＢＤＦ）

下水汚泥の高効率ガス発電システム

資料：ＮＥＤＯホームページ
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５．廃棄物発電等

廃棄物焼却に伴い発生する高温燃焼ガスでボイラで蒸気を作り、蒸気タービンに
よる発電が代表的

特徴特徴
 発電に伴う追加的な負荷が

ない
 連続的に得られる安定電源

 電力需要地に直結した分散
型電源

技術開発課題
 塩化水素ガスの発生等によ

る金属腐食

資料：資源エネルギー庁ＨＰ

る金属腐食
 ダイオキシン類の排出抑制
 焼却灰の減量化

６．未利用エネルギー

生活排水や中・下水の熱

清掃工場の排熱

超高圧地中送電線からの排熱

変電所の排熱

生活排水や中・下水の熱

清掃工場の排熱

超高圧地中送電線からの排熱

変電所の排熱変電所の排熱

河川水・海水の熱

工場等の排熱

地下鉄や地下街の冷暖房排熱

変電所の排熱

河川水・海水の熱

工場等の排熱

地下鉄や地下街の冷暖房排熱

資料：資源エネルギー庁ＨＰ
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７．燃料電池 水素などの燃料と酸素を化学的に反応させて電気を取り出す発電装置

燃料電池とは

資料：ＮＥＤＯホームページ

１) 環境に優しい ２) 高い発電効率
３) 総合効率が高い ４) 多種類の燃料が利用できる

燃料電池
の特徴

資料：
ＮＥＤＯ
ホームページ
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燃料電池の原理

資料：ＮＥＤＯホームページ

燃料電池と改質装置 燃料電池の構造

資料：ＮＥＤＯホームページ
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固体高分子形
(PEFC)

りん酸形
(PAFC)

固体酸化物形
(SOFC)

溶融炭酸塩形
(MCFC)

原燃料 都市ガス、LPG、メタノール等

電解質 固体高分子膜 りん酸 安定化ジルコニア 炭酸塩

燃料電池の種類

電解質 固体高分子膜 りん酸 安定化ジルコニア 炭酸塩

運転温度 70～90℃ 200℃ 700～1000℃ 650～700℃

発電効率(HHV) 30～40% 35～42% 40～65% 40～60%

発電規模 数W ～数百kW 20kW～1万kW 1kW～数十万kW
数百kW～数十万

kW

開発段階
研究～

実用化段階
商用化段階

研究～
実用化段階

実証段階

装置例

資料：ＮＥＤＯホームページ

燃料電池種類

資料：ＮＥＤＯホームページ
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日本における地域熱供給の例

一定地域内の建物群に熱供給
設備（地域プラント）から、

冷水・温水・蒸気などの熱媒体を
地域導管を通して供給し地域導管を通して供給し、
冷房・暖房・給湯などを行う。

1

ＪＩＣＡ短期専門家

電力・ガス・
石油等

＜熱供給システムのしくみ＞

熱媒体として熱発生所 熱媒体として、

冷水、
温水、
蒸気

冷房、暖房、
給湯等を
供給地域導管

を通して

熱発生所

電気・ガス・石油等

排熱・未利用
エネルギー

地域(冷暖房)
プラントへ 2
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蒸気ボイラー＋蒸気吸収冷
凍機

ガス方式等による一般的なシステムで広く使われて
いる

蒸気ボイラー＋蒸気タービン
電動ターボ冷凍機

ターボ冷凍機が大型化できるため、大規模な熱供給
に適する

蒸気(温水)

冷水

蒸気

冷水

＜標準的な熱発生機器＞

ヒーティングタワーヒートポン
プ（＋蓄熱槽）

上記システムとの違いは、冬場にブラインを使って冷
却塔のかわりにヒーティングタワーで大気中の熱を
吸収しやすくしたもの。

エンジン駆動ヒートポンプ
エンジン駆動ヒートポンプを使い、暖房負荷が多く年
間空調を必要とする区域に適する

圧縮式ヒートポンプ(＋蓄熱
槽)

電気方式による一般的なシステムで、変電所排熱な
ど都市排熱を利用。
蓄熱槽を設けることによって設備容量を削減できる。温水

冷水

温水

冷水

温水

冷水

3

吸収ヒートポンプ
水熱源ヒートポンプ

清掃工場などの排熱や河川水等と外気温との温度
差を利用できる区域に適する

駆動
間空調を必要とする区域に適する

電動ターボ冷凍機（＋蓄熱
層）

冷水をつくるために広く一般的に使用されているシス
テム

冷水

温水

温水

冷水

2007年３月末現在＜普及の状況＞

（内、住宅に供給）全 体

熱供給区域数 １５１区域 ２０区域

4

事 業 者 数 ８７事業者 １４事業者

住宅は10件以下の
少ない供給は除く
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＜未利用エネルギーの活用＞

未利用エネルギー

5

を使って、エネル
ギーの有効活用や、
熱源システムの効
率化などを図る。

資源エネルギー庁資料

＜未利用エネルギー活用の熱供給の事例＞

未利用エネルギー 活用方法 区域数

ごみ焼却・工場排熱 ごみ焼却・工場排熱を熱源として暖房・給湯に利用 8

地下鉄排熱 地下鉄の温排熱をヒートポンプで回収し、暖房を行う 1

変電所・変圧器排熱 変圧器の温排熱をヒートポンプで回収し、暖房を行う 7

廃棄物・再生油
木材、紙屑などのごみを固形化した燃料（ＲＤＦ：Refuse Derived Fuel）
などを導入

3

中水、下水（生活排水）、下水
処理水

下水道の水は、外気温度に比べて夏は低く、冬は高いため、その温度
差を利用

6

河川水
河川水は、外気温度に比べて夏は低く、冬は高いため、その温度差を
利用

4

海水
海水は、外気温度に比べて夏は低く、冬は高いため、その温度差を利

4

6

海水
海水は、外気温度に比 て夏は低く、冬は高 ため、その温度差を利
用

4

地下水
地下水は、外気温度に比べて夏は低く、冬は高いため、その温度差を
利用

2

発電所抽気 発電所のタービン抽気を熱源として利用 2

合計 － 37

（2007年11月時点）
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＜地域熱供給システムの具体事例＞

（寒冷地で住宅にも供給している例）北海道地域暖房（株）の例

7

ＲＤＦ（ごみ固形化燃料）及びごみの焼却排熱で、地域の
暖房や給湯を実施（ロードヒーティングや冷房も可能）

札幌市厚別地区 住宅 5,769件
業務 24件

住宅用には、
温水 給湯温水、給湯

業務用には、
温水、直接蒸気、
給湯

を供給

＜高温水＞
140℃、90℃

8厚別もみじ台団地

＜給湯＞
60℃
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RDF燃料を燃焼させて高圧蒸気を作り、これをエネルギーセンターの
熱交換器、ガス・重油ボイラーで150～120℃の高温水を製造して、地
下配管で各団地のサブステーションに送る。

9

＜集合住宅の暖房のしくみ＞

サブステーションへ送られた高温水は暖房
用温水として温度調節のあと、機械室を経
由して各住戸を循環。

また、この高温水は給湯水をつくる熱源とも
なる。なる。

配管は、暖房用温水を放熱器に運ぶ送り管
と使用後の暖房用温水をサブステーション
に戻す返り管とに分けることができる。

実際は暖房用温水が循環しているので、一
本の管で結ばれているのと同じ。

10

厚別地区では、毎年１０月２１日～
４月２０日まで２４時間暖房を供給。
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＜暖房の取り扱い＞ ＜給湯の取り扱い＞

■室内温度調整について

温度ＵＰ▲
バルブを「開ける」の方向
へまわすと温度が上がる
（２～３回まわすと全開）

年中無休の２４時間給湯を供給

無駄のない給湯のために
（２ ３回まわすと全開）

down▼ 暑すぎる時は、バルブを
「閉める」の方向に止まる
までまわし、その後わずか
に「開ける」の方向にまわ
し微開状態にする。

・リレー入浴で無駄なく利用

・お湯の流し放しはやめる

11

＜集合住宅の暖房・給湯料金＞

当社の熱供給システム

＜暖房＞

住戸別に熱を供給する
というよりも、建物全体
を常に適温に保つよう
にしている。

戸別メーター制ではなく、
建物全体を暖める熱量を
各住戸で均等に負担して
もらう定額制方式を採用。公平な料金

制度として、

＜暖房＞

12

＜給湯＞ 従量制料金
（各住戸の使用量を支払い）
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厚別地区での利用料金
平成 19 年 6 月 1 日実施 

 料金の種類  料          金 

税 込 

定額制料金 暖房床面積 1 ㎡につき、1 暖房期間

暖 房 

定額制料金 

月額料金は、1 暖房期間の料金を6

ヶ月で按分する。 
 

暖房床面積 1 ㎡につき、1 暖房期間

（10 月 21 日～4 月 20 日） 

   ※1 日につき、約 9.12 円（税込） 

1,661 円 

繰上・繰延料金 

1 暖房期間（10 月 21 日～4 月 20 日）

以外に暖房を供給する場合適用する
 

暖房床面積 1 ㎡・1 日につき 

※定額制料金の半額になります。 
 

4.56 円 

基本料金   浴室付きの 1 戸、1 ヶ月につき 1,482 円 

13

給 湯 

従量料金 

毎月所定の日にメーター検針を行

い、1 ヶ月間の使用量 により料金計

算する。 
 

検針量 0.1m3 につき（注．別途、給湯使用分の

上下水道料金が加算されます。） 
 

71.08 円 

注．）検針量 0.1 立方メートルにつき 30 円 66 銭

 

＜参考＞

14
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